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（１）予見性のない環境変化への対応

• GIプロジェクト部会（２５年４月・５月）において、「予見性のない環境変化への対応」に

ついて決議。その後、各WGにおいて具体的な増加額に関するご審議・決議をいただいた。

A~Eの単位：億円

＊研究開発・社会実装計画における予算上限額から公募実施後に決定した
実施者に対する国費負担額の上限総額を差し引いた残額

プロジェクト名
A.国費負担
上限額総額
（増額前）

B.予見性のない
環境変化への対
応に関する増額

C.予算残額*
からの充当

額

D.国費負担上限
額総額（増額後）

D=A+B-C

E.増加額
E=D-A
=B-C

F.増加率
F=D/A

大規模水素サプライチェーンの構築 3150 95.0 0.0 3245.0 95.0 103.0%

再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素
製造

708.3 13.2 0.0 721.5 13.2 101.9%

燃料アンモニアサプライチェーンの構築 688 118.7 94.0 712.7 24.7 103.6%

CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発 1435 136.7 31.4 1540.3 105.3 107.3%

CO2等を用いた燃料製造技術開発 1152.8 539.2 7.1 1684.9 532.1 146.2%

CO2を用いたコンクリート等製造技術開発 567.8 15.7 17.1 566.4 -1.4 99.8%

CO2の分離回収等技術開発 382.3 20.4 0.0 402.7 20.4 105.3%

スマートモビリティ社会の構築 1130 38.1 20.0 1148.1 18.1 101.6%

次世代航空機の開発 516.8 1.3 1.3 516.8 0 100.0%

次世代船舶の開発 350 57.3 13.9 393.4 43.4 112.4%

バイオものづくり技術によるCO2を直接原料とし
たカーボンリサイクルの推進

1767 23.1 0 1790.1 23.1 101.3%

計 11848 1058.7 184.8 12721.9 873.9 107.4%
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（２）直近の主な取組追加及び新規PJの組成

⚫ グリーン電力の普及促進のために特に重要な次世代型
太陽電池、洋上風力発電について、他国との競争環境
や海外展開を見据えて今後拡充すべきものとして、

・次世代型太陽電池（ペロブスカイト太陽電池）PJ

において、タンデム型ペロブスカイトを追加

・浮体式洋上風力発電の低コスト化PJにおいて、

実証海域（大水深等の過酷環境）等を追加

⚫ 2050年カーボンニュートラル実現に向けた鍵となる
水素について、特にその製造に係る技術の多様化に向
けて今後拡充すべきものとして、

・再エネ等由来の水電解による水素製造PJにおいて、

SOEC（固体酸化物電解セル）方式を追加

⚫ グリーン電力の普及促進に向けて、次世代型太
陽電池、浮体式洋上風力発電のほか、我が国の
強みを活かしつつ研究開発・実証を加速すべき
ものとして、

・次世代型地熱技術の開発PJを新規組成

既存PJへの取組追加（２５年３月部会） 新規PJの組成（２５年１１月部会）



85

（３）直近の主な計画見直し事例
⚫ JERA（水素混焼技術実証）

・水素混焼ガスタービン設備の構築に向けて、必要な水素量、設備改造、水素気化器等に関する実現可能性調査を実施
・一定の成果は得られたが、国内外において同様の実証試験が複数実施されており、本事業において大規模な資金を

投入して類似の設備改造等を行う意義に乏しい状況であるため、NEDOの外部有識者審査において事業中止を判断 

⚫ ローム（8インチ次世代 SiC MOSFET の開発）

・市場動向を踏まえ、開発した技術・製品の競争力確保に向けて早期に社会実装すべきと判断し、プロジェクト目標
の前倒し達成に向けて研究開発を実施中。2027年度末までの事業期間から２年前倒しで達成する見込み

⚫ 出光（グリーンアンモニア製造技術開発）

・再エネ由来の「グリーンアンモニア」を簡易に製造できる技術（水から水素を作るプロセスを省略）を開発
・一定の成果は得られたが、昨年度における技術目標が未達（目標の２割に満たない製造効率）であり、今後の見通し

も得にくいことから、NEDOの外部有識者審査において事業中止を判断 。今後も出光は研究を継続

⚫ 日本ゼオン（カーボンナノチューブ不揮発メモリ（NRAM）開発）

・従来メモリであるDRAMと比べて消費電力を６０％削減できる新規メモリ「NRAM」の研究開発を進めた結果、DRAM
と同等の書き換え耐性を得られず、DRAMの代替実現は困難であると判断

・実施企業が産構審WGに申し出を行い、中止を議決

⚫ ENEOS（合成燃料の開発）

・CO₂と再エネ由来水素を原料とする合成燃料の製造技術開発を進める中で、建設市況の高騰等により、実施企業が産

  構審WGに申し出を行い、パイロットプラント（300BPD）の建設・試験の中止を議決
・経済性の観点から、再エネ由来水素の代替としてバイオ資源を活用した合成燃料の開発に切り替え（GI基金外で実施）



３． グリーンイノベーション基金事業の今後の

方向性に関する論点
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分野 プロジェクト名 予算規模（億円）

グリーン電力の
普及促進等

①浮体式洋上風力発電の低コスト化 2,110

②次世代型太陽電池の開発 801

⑪廃棄物・資源循環分野におけるカーボンニュートラル実現 445

㉑次世代型地熱技術の開発 未定

エネルギー構造転換

③大規模水素サプライチェーンの構築 3,211

④再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造 1,071

⑤製鉄プロセスにおける水素活用 4,499

⑥燃料アンモニアサプライチェーンの構築 698

⑦CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発 1,540

⑧CO2等を用いた燃料製造技術開発 1,028

⑨CO2を用いたコンクリート等製造技術開発 566

⑩CO2の分離回収等技術開発 403

産業構造転換

⑫次世代蓄電池・次世代モーターの開発 1,510

⑬電動車等省エネ化のための車載関連技術の開発 420

⑭スマートモビリティ社会の構築 1,148

⑮次世代デジタルインフラの構築 1,836

⑯次世代航空機の開発 511

⑰次世代船舶の開発 409

⑱食料・農林水産業のCO2等削減・吸収技術の開発 159

⑲バイオものづくり技術によるカーボンリサイクルの推進 1,790

⑳製造分野における熱プロセスの脱炭素化 325

拠出決定額：
約２兆4,479億円

（2025年12月末時点）
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（１）現在のプロジェクト構成
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（２）現プロジェクトの領域別の整理

脱炭素電源

浮体式洋上風力 ペロブスカイト太陽電池 次世代型地熱

水素・アンモニア系

水素 アンモニア

（製造） （運搬） （利用） （製造）（利用）

再エネ等
水電解

大規模水素SC

水素混焼発電

水素製鉄

次世代航空機

次世代船舶

製造熱プロセス

アンモニアSC

NH３発電

CO2系

  分離回収
CO2分離回収

廃棄物・資源循環

利用

CR燃料

CRプラ

バイオ

吸収

コンクリ

農林水産

貯蔵

CCS※

電動化

蓄電池・モーター

エネマネ（商用車電動化）

省エネ

車載CP（自動運転）

デジタルインフラ

※グリーンイノベーション基金事業の
プロジェクトには含まれていない

グリーン電力の普及促進等分野WG

エネルギー構造転換分野WG

産業構造転換分野WG
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